
 

 

高齢者フレイル等予防推進事業の実施について 
（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施） 

 

 

１ 事業概要 

本市では、介護予防の取組として、「吹田市民はつらつ元気大作戦」の名称で、いきいき百歳

体操等をツールとした住民主体の介護予防活動支援事業等を進めているところです。 

健康寿命の延伸を図り、持続可能な介護保険制度等の構築を目指して、効果的に介護予防を進

めるためには、「フレイル」※1状態にある高齢者等を早期に把握し、適切な介入により、要介護

状態になるのを防ぐことが重要です。 

具体的には高齢者の医療・介護等の情報の一括把握により地域の健康課題を整理、分析し、保

健事業と介護予防を一体的に実施することで、より大きな効果が期待できます。 

 今回、国のモデル事業である「高齢者の低栄養防止・重症化予防等の推進」のインセンティブ

（補助金 10/10）を活用し、介護予防との一体的な実施に取り組むことで、総合的なフレイル

予防を進めます。（当該モデル事業では、国からの補助金が一旦、後期高齢者医療広域連合に入

り、同広域連合から委託を受けて、市が業務を実施することとなります。） 

 

 

 

２ 実施内容 

（１）医療・介護情報等の一体的な分析、データ活用等：健康課題、要介護の要因分析等 

（２）スクリーニングツール等の開発：低栄養へのアプローチ 

（３）管理栄養士等による保健指導：通いの場などを利用した相談・指導 

 

３ 令和元年度の予算額（合計 ３,９９４千円） 

（１）レセプトデータ提供等手数料 １,１５０千円 

（２）スクリーニングツール等の開発、情報・データ分析の委託料 １,８００千円 

（大阪大学との共同研究に係る委託料） 

（３）管理栄養士等による保健指導 １,０１２千円 （主に訪問・面接指導等委託料） 

（４）報告会等（厚生労働省主催）参加旅費 ３２千円 

 

４ 今後のスケジュール（予定）   

 令和元年    ８月   国の補助金申請、大阪大学等関係機関との契約 

令和元年８月～１２月   スクリーニングツール等の開発、情報・データ分析、課題整理 

令和元年１１月～翌年３月 管理栄養士等による保健指導、令和 2 年度も実施予定 

 

 

 

  

※1 「フレイル」とは、年齢とともに心身の活力（筋力や認知機能など）が低下して、 

要介護状態に近づくこと。対策をとれば、健康な状態に戻ることも可能。 

 資料3-4 

（吹田市） 



 

５ その他   

 国（厚生労働省）では、高齢者の保健事業に関し、 

ア 医療保険制度間（国民健康保険・後期高齢者医療） 

イ 医療保険・介護保険制度間（保健事業・介護予防事業） 

において、それぞれの観点からの一体的な実施を推進するため有識者検討会を開催し、報告書が

取りまとめられています。 

 その報告書を踏まえ、医療保険制度の改正法案が国会に提出されるとともに、制度改正（令和

２年（2020 年）４月施行）に先立ち、令和元年度（2019 年度）予算において、一体的実施

に係るモデル事業予算（6.1 億円）を盛り込んでいます。 

 

 

【厚生労働省作成資料（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 


